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　岩手大学は、1876 年設立の盛岡師範学校を起源とし、宮澤賢治が学んだ盛岡高等農林学校や盛岡工業専門
学校を統合・継承して、1949 年に新制国立大学として発足しました。その後、2004 年に国立大学法人とし
て新たな歩みを進め、2019 年に創立 70 周年を迎えます。
　創立 70 周年記念事業として、東日本大震災発生後の本学の取り組みの総括と、地域や世界に向けた発信、
及び未来への伝達を包括し、読んで、見て、感じて、活かし伝えていく事業を実施します。

記念講演会・記念式典記念講演会・記念式典
日　時日　時　2019 年 10 月 19 日（土）14：00 ～ 17：00　2019 年 10 月 19 日（土）14：00 ～ 17：00
会　場会　場　岩手大学第一体育館　岩手大学第一体育館

学長あいさつ学長あいさつ  学長　岩渕　明

岩手大学ぶどう部×エーデルワイン　「いわてヌーヴォー」
ワインは赤と白の 2種類で、ぶどう部がデザインしたラベ
ルと 70 周年ロゴマークが入った特別な仕様。岩手大学生協
で 1500 円（税抜き）で数量限定販売中！

70 周年記念歌披露
記念式典で学生によるお披露目が行われる予定です。
作　詞： 照井 翠 氏（俳人、本学教育学部卒）
作　曲：大場 陽子 氏（作曲家、岩手大学教育学部准教授）

創立 70周年記念事業募金への創立 70周年記念事業募金への
ご協力をお願いいたします。ご協力をお願いいたします。

岩手大学ミュージアム企画展
（震災復興に関する特別企画展示）
開催期間　2019 年 10 月（2週間程度を予定）
会　　場　岩手大学図書館1階　アザリアギャラリー

「グローカル人材で未来創造」国際シンポジウム
開催期間　2019 年 11 月 13 日（水）～ 16 日（土）
会　　場　岩手大学復興祈念銀河ホールなど

復興活動記録誌
東日本大震災にどのように対応し、
被災地の復興にどのように関わった
のか。岩手大学教職員・学生による
渾身の取り組みをまとめます。

岩手大学 70 周年記念誌 各種イベント
創立 60 周年以降 2009 年から 2018創立 60 周年以降 2009 年から 2018
年までの 10 年間における岩手大学年までの 10 年間における岩手大学
の歩みを、多くの写真と共に紹介すの歩みを、多くの写真と共に紹介す
る「岩手大学 70 周年記念誌」を発る「岩手大学 70 周年記念誌」を発
行します。行します。

岩手大学ミュージアム企画展、記念岩手大学ミュージアム企画展、記念
式典、講演会、国際シンポジウムな式典、講演会、国際シンポジウムな
どのイベントを開催します。どのイベントを開催します。

活かし、伝えていく活かし、伝えていく

読んで読んで

見て 感じて

記念講演会講師　
　「おらおらでひとりいぐも」第 158 回芥川賞受賞
　教育学部卒業生　若竹　千佐子さん

盛岡市立上田中学校 3年
高橋　亜美さん

創立 70 周年を学生として迎
えられて光栄です。岩手大学
から社会へ羽ばたけるよう、
研鑽を積んで参ります。

地域と共にある大学での経験
が自分の成長源です。 石
キャンパスも整備され、益々
の躍進を応援しています。

株式会社エヌエスオカムラ株式会社エヌエスオカムラ
小田嶋　祐希さん小田嶋　祐希さん

（2018 年 3 月農学研究科（2018 年 3 月農学研究科
共生環境専攻修了）共生環境専攻修了）

岩手大学の皆さん創立 70 周
年おめでとうございます。岩
手大学の教育実習の先生方の
授業はとても楽しいです。

岩手大学人文社会科学部岩手大学人文社会科学部
人間文化課程 4年人間文化課程 4年
田代　優仁さん田代　優仁さん

70 周年記念のコラボレーション

岩手大学創立70周年
岩手の“大地”と“ひと”と共に

　皆さんこんにちは。学長
の岩渕です。今年岩手大学
は創立 70 周年を迎えます。
記念事業を現在企画・準備
しております。過去 10 年間
を振り返ると本学での大き
な取り組みは、やはり東日
本大震災における復興支援

活動であります。その活動記録を後世に残すことが
必要であり、その記録誌を編纂、出版いたします。
また 10 月 19 日には不来方祭に合わせて記念式典を
行い、教育学部卒業生の芥川賞作家・若竹千佐子氏
の特別講演を行います。皆さんと一緒に「お祭り」
を楽しみましょう。また 11 月には海外協定校の学長
を呼んで国際フォーラムを予定しています。

卒 業 生 在 学 生

地域の中学生

NEWSNEWS

EVENTSEVENTS

1949 年 ( 昭和 24 年 ) 岩手大学設置当時の正門
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農学部共同獣医学科　獣医解剖学研究室

准教授　中牟田　信明

❶ 

嗅
上
皮
と
鋤
鼻
器

　

嗅
細
胞
が
集
合
し
た
器
官
を
嗅
覚
器
と
い
い
ま

す
。
ヒ
ト
で
は
嗅
覚
器
が
鼻
腔
の
天
井
付
近
に
位
置

し
、
嗅
上
皮
と
呼
ば
れ
ま
す
。
嗅
上
皮
に
分
布
す
る

嗅
細
胞
の
突
起
（
軸
索
）
は
集
ま
っ
て
嗅
神
経
を
つ

く
り
、
脳
の
嗅
球
ま
で
伸
び
て
い
ま
す
。

　

軸
索
の
他
に
も
う
一
つ
、
嗅
細
胞
に
は
樹
状
突
起

と
呼
ば
れ
る
突
起
が
あ
り
、
樹
状
突
起
の
先
端
に
は
、

線
毛
や
微
絨
毛
と
呼
ば
れ
る
微
細
な
突
起
が
あ
り
ま

す
（
写
真
1
）。
線
毛
と
微
絨
毛
は
、
太
さ
や
長
さ

は
違
い
ま
す
が
、
共
に
細
胞
の
表
面
積
を
増
や
す
こ

と
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
匂
い
を
感
じ
る
に
は
、
細

胞
の
表
面
に
あ
る
嗅
覚
受
容
体
と
化
学
物
質
が
結
合

す
る
こ
と
が
必
要
で
、
嗅
細
胞
が
興
奮
す
る
と
、
嗅

神
経
を
通
し
て
刺
激
が
嗅
球
へ
伝
え
ら
れ
ま
す
。写真 1　走査型電顕で撮影したカメの嗅覚器。

樹状突起先端の線毛が多数見えます。

　

動
物
の
鼻
に
は
ヒ
ト
に
は
無
い
嗅
覚
器
が
あ
り
、

こ
れ
を
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
器
官
な
い
し
鋤
鼻
器
（
じ
ょ
び

き
）
と
呼
び
ま
す
。
哺
乳
類
の
鋤
鼻
器
は
管
状
の
器

官
で
、
左
右
に
並
ぶ
二
本
の
管
が
鼻
腔
と
口
腔
の
間

に
あ
り
、
前
方
で
は
鼻
腔
や
口
腔
と
連
絡
し
、
後
方

は
行
き
止
ま
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
動
物
に
よ
っ
て

鋤
鼻
器
の
形
態
は
随
分
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
カ

メ
の
鼻
に
哺
乳
類
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
管
状
の
鋤
鼻

器
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❷ 

カ
メ
の
鼻

　

カ
メ
の
鼻
腔
は
上
憩
室
と
下
憩
室
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。
一
般
に
、
上
憩
室
は
付
属
腺
を
も
つ
感
覚
上

皮
、
下
憩
室
は
付
属
腺
を
欠
く
感
覚
上
皮
に
裏
打
ち

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
上
憩
室
上
皮
、
下
憩
室
上
皮
と
呼

ば
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ス
ッ
ポ
ン
モ
ド
キ
（
写
真

2
）
の
鼻
に
は
付
属
腺
を
も
つ
感
覚
上
皮
が
ど
こ
に

も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
付
属
腺
の
分
泌
物
に
は
化
学

物
質
が
嗅
覚
受
容
体
へ
結
合
す
る
の
を
助
け
る
と
同

時
に
、
い
っ
た
ん
結
合
し
た
化
学
物
質
を
洗
い
流
す

作
用
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ス
ッ
ポ
ン
モ
ド
キ

の
よ
う
に
、
産
卵
時
を
除
い
て
常
に
水
中
で
生
活
す

る
カ
メ
で
は
付
属
腺
が
不
要
に
な
っ
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
鼻
粘
膜
に
は
感
覚
上
皮
の
他
に
非
感
覚
上

皮
が
あ
り
、
上
憩
室
と
下
憩
室
と
を
分
け
る
隆
起
は

非
感
覚
上
皮
に
被
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
憩
室
上
皮
と
下
憩
室
上
皮
の
ど
ち
ら
が
大
き
い

か
は
カ
メ
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
、
水
の
中
で
過

ご
す
こ
と
の
多
い
カ
メ
で
は
下
憩
室
上
皮
の
方
が
大

き
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
上
憩
室
上
皮
か
ら
出
る
軸

索
と
下
憩
室
上
皮
か
ら
出
る
軸
索
は
別
々
に
束
ね
ら

れ
て
い
る
の
で
、
嗅
神
経
の
断
面
で
両
者
を
比
較
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
逆
に
、
陸
上
で
過
ご
す
こ
と

の
多
い
カ
メ
で
は
下
憩
室
上
皮
が
小
さ
く
、
下
憩
室

の
ほ
と
ん
ど
が
非
感
覚
上
皮
で
裏
打
ち
さ
れ
て
い
ま

す
。
上
憩
室
上
皮
は
嗅
上
皮
、
下
憩
室
上
皮
は
鋤
鼻

器
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
上
憩
室
上

皮
は
空
気
中
、
下
憩
室
上
皮
は
水
中
の
匂
い
を
嗅
ぐ

嗅
覚
器
と
考
え
た
方
が
よ
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

上
憩
室
上
皮
と
下
憩
室
上
皮
に
は
付
属
腺
の
有
無

以
外
に
も
違
い
が
見
つ
か
り
ま
す
。
樹
状
突
起
の
先

端
に
線
毛
を
も
つ
嗅
細
胞
を
線
毛
性
嗅
細
胞
、
線
毛

を
も
た
な
い
嗅
細
胞
を
非
線
毛
性
嗅
細
胞
と
呼
び
ま

す
が
、
非
線
毛
性
嗅
細
胞
は
微
絨
毛
を
も
つ
の
で
、

微
絨
毛
性
嗅
細
胞
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
カ
メ

の
嗅
覚
器
で
は
一
般
に
、
上
憩
室
上
皮
に
は
線
毛
性

嗅
細
胞
、
下
憩
室
上
皮
に
は
微
絨
毛
性
嗅
細
胞
が
分

布
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
動
物
で
は
、
嗅
上
皮
に
線

毛
性
嗅
細
胞
、
鋤
鼻
器
に
微
絨
毛
性
嗅
細
胞
が
分
布

す
る
の
で
、
カ
メ
の
上
憩
室
上
皮
を
嗅
上
皮
、
下
憩

室
上
皮
を
鋤
鼻
器
と
呼
ぶ
の
も
そ
の
た
め
で
す
。
た

だ
し
、
ス
ッ
ポ
ン
（
写
真
2
）
で
は
上
憩
室
上
皮
だ

け
で
な
く
下
憩
室
上
皮
に
も
線
毛
性
嗅
細
胞
が
分
布

し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
そ
う
し
た
例
外
が
生
じ
る
の
か

は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
、
カ
メ
の
卵
か
ら
胚
を
採
取

し
て
下
憩
室
上
皮
の
発
生
学
的
な
由
来
を
調
べ
ま
し

た
が
、
ス
ッ
ポ
ン
と
他
の
カ
メ
と
の
間
に
明
確
な
差

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

写真 2　左と上はスッポンモドキ
（別名ブタバナガメ）。右と下はスッポン。

　

例
外
と
い
え
ば
、
後
述
す
る
よ
う
に
匂
い
受
容
体

が
下
憩
室
上
皮
に
発
現
す
る
こ
と
も
、
他
の
脊
椎
動

物
か
ら
見
れ
ば
例
外
的
で
す
（
写
真
3
）。
匂
い
受

容
体
は
嗅
覚
受
容
体
の
一
種
で
、
哺
乳
類
で
は
嗅
上

皮
に
発
現
し
て
い
ま
す
。
哺
乳
類
だ
け
で
な
く
、
ヘ

ビ
（
爬
虫
類
）
や
カ
エ
ル
（
両
生
類
）
で
も
、
匂
い

受
容
体
は
嗅
上
皮
に
発
現
し
て
い
ま
す
。
魚
類
や
鳥

類
で
も
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
場
合
は
そ
も
そ
も

鋤
鼻
器
が
存
在
し
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も

鋤
鼻
器
を
も
つ
動
物
で
は
、
匂
い
受
容
体
を
発
現
し

な
い
の
が
鋤
鼻
器
の
特
徴
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
に
も
例
外
が
あ
っ
て
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
で
は
鋤
鼻

器
に
も
匂
い
受
容
体
が
発
現
し
て
い
ま
す
。
例
外
の

な
い
規
則
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

❸ 

匂
い
受
容
体

　

カ
メ
の
鼻
に
つ
い
て
本
格
的
に
調
べ
始
め
た
の

は
、
ス
ッ
ポ
ン
の
ゲ
ノ
ム
が
解
読
さ
れ
、
千
個
以
上

の
匂
い
受
容
体
遺
伝
子
が
存
在
す
る
の
を
知
っ
て
か

ら
で
し
た
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
種
類
の
受
容
体
が
狭

い
上
憩
室
上
皮
に
だ
け
発
現
し
て
い
る
は
ず
は
な

い
、
匂
い
受
容
体
は
下
憩
室
上
皮
に
も
発
現
し
て
い

る
だ
ろ
う
と
予
想
し
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
匂

い
受
容
体
の
シ
グ
ナ
ル
伝
達
に
関
わ
る
分
子
が
、
上

憩
室
上
皮
と
下
憩
室
上
皮
の
両
方
に
発
現
し
て
い
る

と
い
う
根
拠
が
あ
り
ま
し
た
。

　

予
想
通
り
、
匂
い
受
容
体
は
上
憩
室
上
皮
だ
け
で

な
く
、
下
憩
室
上
皮
に
も
発
現
し
て
い
る
こ
と
がin 

situ

ハ
イ
ブ
リ
ダ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
解
析
で
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
匂
い
受
容
体
は
ク
ラ
ス
Ⅰ

受
容
体
と
ク
ラ
ス
Ⅱ
受
容
体
に
分
類
で
き
ま
す
が
、

前
者
は
下
憩
室
上
皮
、
後
者
は
上
憩
室
上
皮
に
発
現

し
て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
上
憩
室
上
皮
が

空
気
中
、
下
憩
室
上
皮
が
水
中
で
機
能
す
る
嗅
覚
器

だ
と
す
れ
ば
、
ク
ラ
ス
Ⅰ
受
容
体
で
水
溶
性
、
ク
ラ

ス
Ⅱ
受
容
体
で
揮
発
性
の
物
質
を
受
容
し
て
い
る
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

写真 3　魚類から哺乳類まで、
さまざまな脊椎動物の嗅覚器を使って研究しています。
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GANDAI UPDATESGANDAI UPDATES
岩手大学公式Facebookに掲載した広報室学生スタッフの記
事より、反響の大きかったものをご紹介します！

インタビューリレー　Vol.2

★★第二走者：塚本真由（つかもとまゆ）さん★★
学部学科：農学部動物科学科　学年：3年（取材当時）
出身高校：東京都立多摩科学技術高等学校
―岩手大学農学部を目指すきっかけはなんですか？
塚本：高校生の時に科学研究部に入っていたのですが、元々生き
物や昆虫が好きで、部活では蜘蛛の糸について研究をしていまし
た。研究発表会なども経験させてもらったのですが、高校で動物
を扱うことには倫理的な面からも活動に制限があったんです。「動
物もやりたい！」と思ってから、動物を扱える学部を探して…と
いう経緯で、今農学部の動物科学科で勉強しています。
―留学について教えてください。
塚本：大学で短期留学に 2回行きました。まずフィリピンに行っ
たのが 1年生の 2月のこと。留学に行ってから結構時間が経ちま
すが、今でも一緒に遊びに行くくらいとっても仲が良いんです！
参加して良かったなって改めて思いますね。2年生の夏にはカナ
ダに行ってきました。これは農学部のプログラムの一環です。
―塚本さんが代表を務めていた「サークルU」は、海外の学生さ
んと活動していますよね。どんなことをしているんですか？
塚本：「サークルU」はすごく人数が多くて全体で 100 人くらいい
ますが、日本人学生で構成されていて、月一回の頻度で活動して
います。私たちが開催するイベントに、海外の学生さんが参加す
るという感じです。
―どうしてサークルUに入ったんですか？
塚本：国際系にはもともと興味がありました。高校生の時から留
学生と交流したり、家族と旅行に行くことが好きだったり。それ
で大学に入った時サークルUを見つけて「いいな！」と思いまし
た。色々なことをやりたいという気持ちは、元々私の中にありま
した。留学生の人と話すのって楽しいと思っていたので、それも
きっかけですね！
　塚本さんがいきいきとインタビュー
に答えてくれる姿からは、バイタリ
ティに溢れた大学生活が伝わってく
るようでした。
　動物の勉強や国際交流…興味関心
に向かって意欲的に挑戦していく姿
がとっても素敵です！

基
礎
ス
キ
ー
部

な
ず
な
教
室

　

12
月
上
旬
か
ら
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
に
か
け
て
、
オ

ン
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
ス
キ
ー
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
で
欠
か

せ
な
い
種
目
の
1
つ
で
す
よ

ね
。
岩
手
大
学
に
も
ス
キ
ー

に
取
り
組
む
基
礎
ス
キ
ー
部

が
あ
り
ま
す
。
創
部
か
ら
30

年
以
上
と
い
う
歴
史
あ
る
基

礎
ス
キ
ー
部
の
魅
力
に
迫
り

ま
し
た
。

　

岩
手
大
学
に
は
、
教
員
を

目
指
す
学
生
が
多
数
在
籍
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
常

生
活
で
小
学
生
な
ど
の
子
供

と
接
す
る
機
会
は
多
く
は
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
子
供
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
の
あ
る
方
必
見
！

な
ず
な
教
室
を
ご
紹
介
し
ま

す
！

基
礎
ス
キ
ー
部
は
ど
ん
な
部
活
？

古
川
…
16
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
入
学
し
て
か
ら
ス
キ
ー

を
始
め
た
と
い
う
人
が
多
い
で
す
。
楽
し
み
な
が
ら
ス
キ
ー

を
す
る
人
も
い
れ
ば
、
大
会
で
の
上
位
入
賞
を
目
指
し
て
い

る
人
も
い
ま
す
。

普
段
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

佐
藤
…
オ
ン
シ
ー
ズ
ン
は
安
比
高
原
ス
キ
ー
場
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
基
本
の
土
・
日
・
祝
日
に
加
え
て
授
業
の
な
い
平

日
に
も
行
い
ま
す
が
、
部
員
の
都
合
に
合
わ
せ
て
決
め
て
い

ま
す
。シ
ー
ズ
ン
中
は
コ
ー
チ
か
ら
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
り
、

先
輩
か
ら
教
わ
っ
た
り
、
各
自
で
自
主
練
を
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

哘
…
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
は
ま
だ
雪
の
残
っ
て
い
る
山
形
で
合
宿

を
し
た
り
、
体
育
館
な
ど
で
室
内
競
技
を
し
て
体
力
づ
く
り

を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
入
部
の
き
っ
か
け
は
？

古
川
…
岩
手
大
学
の
基
礎
ス
キ
ー
部
は
活
動
し
や
す
い
環
境

が
整
っ
て
い
る
の
で
、
入
部
し
ま
し
た
。

佐
藤
…
高
校
生
の
こ
ろ
か
ら
、
大
学
に
入
っ
た
ら
ス
キ
ー
部

に
入
ろ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。

哘
…
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
て
、
ス
キ
ー
部
が
目

に
留
ま
り
、
入
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

な
ず
な
教
室
は
ど
ん
な
サ
ー
ク
ル
？

嘉
藤
…
小
学
生
を
対
象
と
し
て
、
放
課
後
の
遊
び
場
を
提
供

す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
週
に
1
回
子
供
達
を
集
め
て
、

学
生
が
企
画
・
準
備
し
た
遊
び
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

入
部
の
き
っ
か
け
は
？

小
林
…
学
科
の
先
輩
た
ち
が
運
営
し
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か

け
の
一
つ
で
す
！
ま
た
、
教
員
を
目
指
し
て
い
る
の
で
、
子

供
と
の
関
わ
り
方
な
ど
も
学
べ
る
と
思
い
、
な
ず
な
教
室
に

決
め
ま
し
た
。

嘉
藤
…
最
初
は
先
輩
や
同
級
生
に
つ
い
て
体
験
に
行
っ
た

ら
、
一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
た
子
が
す
ご
く
可
愛
く
て
、
も
っ

と
一
緒
に
遊
び
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
！

和
野
…
大
学
に
入
っ
た
ら
子
供
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
中
で

も
な
ず
な
教
室
は
特
定
の
子
供
た
ち
と
関
わ
れ
る
と
い
う
魅

力
が
あ
っ
て
、
入
部
を
決
め
ま
し
た
。

普
段
の
活
動
内
容
は
？

嘉
藤
…
週
2
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
子
供
と
遊
ぶ
内
容
を
決

め
て
い
ま
す
。
子
供
達
に
は
担
当
の
学
生
が
つ
い
て
い
て
、

そ
の
子
に
あ
っ
た
遊
び
方
や
楽
し
み
方
を
考
え
て
、
一
緒
に

遊
ん
で
い
ま
す
。
話
し
合
い
を
し
て
、
子
供
達
全
員
が
楽
し

め
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
遊
び
は
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や

ド
ッ
チ
ビ
ー
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

和
野
…
他
に
も
、
6
年
生
と
な
ず
な
教
室
の
卒
業
生
を
「
送

基
礎
ス
キ
ー
部
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？

古
川
…
部
員
の
人
柄
が
良
い
と
こ
ろ
で
す
。
あ
と
、
自
分
で

目
標
を
立
て
て
考
え
な
が
ら
練
習
し
て
上
達
す
る
と
い
う
過

程
が
楽
し
い
で
す
ね
。

佐
藤
…
周
り
の
ス
キ
ー
好
き
な
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
め
る
と

こ
ろ
で
す
。

哘
…
様
々
な
世
代
の
人
た
ち
と
繋
が
り
が
持
て
る
こ
と
が
魅

力
で
す
。

る
会
」
や
、
遠
足
や
合
宿
も
行
っ
て
い
ま
す
！

活
動
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
き
は
？

小
林
…
自
分
が
考
え
た
こ
と
で
子
供
が
楽
し
ん
で
く
れ
た
時

に
、
1
番
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

和
野
…
活
動
リ
ー
ダ
ー
で
企
画
を
し
た
際
に
、
成
功
す
る
と

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
子
供
達
だ
け
で
な
く
親
御

さ
ん
に
褒
め
ら
れ
る
時
も
や
っ
て
良
か
っ
た
と
思
え
ま
す
！

嘉
藤
…
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
出
た
反
省
を
生
か
し
て
、
次
に
繋

げ
て
子
供
が
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

サ
ー
ク
ル
の
魅
力
は
？

（左から）取材に協力してくれた
哘さん、古川さん、佐藤さん

（左から）取材に協力してくれた
和野さん、小林さん、嘉藤さん

大会出場前のアップ中

遊びの企画・準備も
協力して行います

CAMPUS  LIFECAMPUS  LIFECAMPUS  LIFE

《インタビューしました！》
　農学部　３年　川戸　菜摘

新
入
生
の
み
な
さ
ん
に
一
言
！

古
川
…
み
ん
な
初
心
者
か
ら

始
め
て
い
る
の
で
、
で
き

る
・
で
き
な
い
に
関
わ
ら

ず
、
や
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
さ
え
あ
れ
ば
歓
迎
し
ま

す
！
ス
キ
ー
を
楽
し
み
な
が

ら
技
術
を
伸
ば
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
ぜ
ひ
入
部
し
て

ほ
し
い
で
す
。

　

取
材
を
通
し
、
ス
キ
ー
の

楽
し
さ
や
部
員
同
士
の
仲
の

良
さ
が
と
て
も
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
話
を
聞
い
て
い
て

私
も
ス
キ
ー
を
し
た
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
30
年
以
上
続

く
基
礎
ス
キ
ー
部
。
ぜ
ひ
こ

れ
か
ら
も
ス
キ
ー
の
魅
力
を

色
々
な
人
に
発
信
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
今
後
も
ス

キ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
活
動

し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
！

《取材にご協力いただいた皆さん》
代　表　教育学部４年　嘉藤　瑞紀さん（岩手県立盛岡北高等学校出身）
副代表　教育学部４年　和野　彩月さん（岩手県立盛岡第一高等学校出身）
　　　　教育学部２年　小林美奈子さん（新潟県長岡向陵高等学校出身）

和
野
…
同
じ
子
供
達
と
1
年
を
通

し
て
一
緒
に
遊
べ
て
、
そ
の
子
の
成

長
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。ま
た
、

企
画
・
運
営
を
す
る
力
も
身
に
つ
き

ま
す
！

小
林
…
担
当
制
は
な
ず
な
教
室
の

1
番
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
1
人

の
子
に
つ
い
て
深
く
考
え
ら
れ
る
の

で
、
教
師
に
な
っ
た
時
に
も
生
か
す

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

和
野
…
実
際
に
教
育
実
習
で
も
子

供
達
と
の
接
し
方
や
物
事
の
示
し
方

が
身
に
つ
い
て
い
た
と
感
じ
た
の

で
、
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　

取
材
を
通
し
て
、
子
供
達
と
接

す
る
だ
け
で
な
く
、企
画・
運
営
・

準
備
全
て
を
自
分
た
ち
で
行
う
こ

と
で
、苦
労
を
乗
り
越
え
て
楽
し

さ
を
感
じ
る
サ
ー
ク
ル
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
教
師
を
目
指
し
て
い
る

人
に
も
、子
供
が
好
き
な
人
に
と
っ

て
も
、非
常
に
魅
力
的
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。自
分
の
力
を
高
め

ら
れ
る
、そ
ん
な
場
所
に
ぜ
ひ
！

広報第９事務所通信広報第９事務所通信
広報室学生スタッフで組織される「広報第 9事務所」。
いま伝えたいことをゆるりと発信します。

　岩手大学まちづくりサークルNPCN
は「街の活性化」に向けた取り組みを
行っているサークルです。具体的な活
動内容としては、前期に「笑顔の街角
プロジェクト」の活動を行い、後期は
毎年違う取り組みに挑戦しています。
笑顔の街角プロジェクトでは、盛岡さん
さ踊りの際に市民の方の笑顔の写真や、さんさ踊りに出演する男
性のポスターを作成して大通りに設置する活動などを行っていま
す。そして平成 30 年度後期の活動として、盛岡の散策マップの作
成に取り組みました。観光客の方に盛岡のスポットやお店をもっ
と知ってもらいたい、盛岡に住んでいる人に今まで知らなかった
場所を見つけてもらいたい、そのような思いからこの活動は始ま
りました。市内の循環バスを利用して巡ることのできるエリアに
着目し、取材・編集などを学生自ら行っています。完成した冊子
は駅やバスセンター、校内などに置いています。フリーなので気
軽に手にとって、気になったスポットへ行ってみてはいかがでしょ

うか。新入生は盛岡に来たばかりという方も多いと
思いますが、このマップを参考に盛岡を知ってもら
えたら嬉しいです。また、このような活動に興味が
あるという方はNPCNで一緒に活動しましょう！

コーナー担当　農学部 3年　米田　莉子

岩大生岩大生がが盛岡市盛岡市のの散策散策マップをマップを
作作りました！りました！

作成中の冊子

こんにちは！広報室学生スタッフの松嶋です。
岩手大学にかかわる“ひと”にスポットをあてたインタビューリレー。
トップバッター藤田麗さんの紹介で今回バトンを受け取ってくれたの
は、前サークルU代表の塚本真由さんです (^ ▽ ^)/

《インタビューしました！》
　農学部　２年　中村　琴乃

《取材にご協力いただいた皆さん》
部長　理工学部物理材料理工学科４年　古川　皓啓さん
 （青森県立弘前中央高校出身）
書記　農学部植物生命科学科４年　佐藤　晴香さん
 （長野日本大学高等学校出身）
　　　理工学部システム創成工学科３年　哘（さそう）光輔さん 

（青森県立七戸高等学校出身）
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Hi! 岩手大学こちら

Q1   在学当時の思い出をお聞かせください。
　私の在学中の思い出は、ほとんどが部活動です。男子バスケットボー
ル部のマネージャーをしていて、全国大会にも 2度連れて行ってもらい
ました。もっと勉強もしなければいけなかったのですが…テスト期間や
卒論の時期は毎回追い込まれていました。あの親しみやすい中央食堂で、
みんなとわいわい過ごす時間も好きでした。

Q2   現在のお仕事に就かれたきっかけはどのようなことですか。
　一時期図書館司書を目指していたほど本が好きで、紙媒体で文字を読
むことには以前から関心がありました。就職活動が始まる半年くらい前
からみんなの真似でしっかり新聞を読み始めましたが、なぜ今まで読ま
なかったのだろうと思うほどとても面白く感じました。しかし、新聞を
読む世帯が減っていたり、デジタル化が紙離れを進めていったりなど、
新聞業界が脅かされていることを知り、何とか力になりたいと思い、志
しました。

Q3   仕事のやりがいや今後の目標をお聞かせください。
　新聞社では、営業として新聞広告を企業へ販売したり、地域のイベン
トのお手伝いなど縁の下の力持ちのような仕事をしたりしています。入
社から 1年足らずの身で大変おこがましいですが、営業は会社同士の付
き合いというよりも人と人との付き合いで、信頼関係が大事なのだと日々
感じます。お客様に「河北さん」ではなく、「河北の松岡さん」と思って
もらえるように、毎日出会いに溢れたこの仕事で繋がりを大切にして取
り組んでいきたいです。

Q4   後輩となる岩大生へメッセージをお願いします。
　入社してから、大学生活がいかに楽しかったのかを痛感させられます。
私は毎日学生に戻りたいなと思っていますが（笑）、もう戻れないので、
まだ残された時間のある皆さんは目一杯楽しんでほしいと思います。大
学時代には部活動以外にも、色々なアルバイトや多くの国を訪れた経験
が、今でも様々な場面での会話に役立っています。何か一つでもいいの
でこれだけは胸を張って言える！といえるものを作ること、今のうちに
たくさんの経験をしておくことは、今後大いに生かされると思います。
頑張ってください！

Introduction to a senior

センパイ
紹介‼ 

OG-INTERVIEW
インタビュー

第 39 回

P R O F I L E

新聞社営業
松
まつおか

岡　里
り な

奈さん
宮城県仙台市生まれ
平 成 30 年 3 月　
人文社会科学部　
国際文化課程卒業

【河北新報社　営業部】

T O P I C S トピックス

岩手大学ぶどう部×エーデルワイン　オリジナルワインを発表

釜石キャンパスが本格始動

学内カンパニーAnonas Lighting がアマゾンウェブサービスジャパン株式会社賞を受賞

　1月 16 日、岩手大学ぶどう部が株式会社エーデルワインとコラボレーションし
た岩手大学 70 周年記念オリジナルワイン、「いわてヌーヴォー」を発表しました。
　岩手大学ぶどう部は、花巻市大迫を中心とした県内ぶどう産地の魅力を多くの
人に伝え、地域を盛り上げることを目的に 2015 年に結成されたサークルで、こ
れまでぶどう農家の手伝いや大学祭でのぶどう販売、ワイン試飲会などの活動を
継続して行ってきました。
　この度お披露目されたワインは赤
と白の 2 種類で、いずれも 2018 年
に県内で生産されたぶどうを使用し
たエーデルワインの新酒。ボトルに
はぶどう部がデザインしたレトロな
ラベルを貼付し、岩手大学 70 周年
記念事業の一環として 70 周年を祝
うロゴマークも入った特別な仕様で
す。岩手大学生協にて 1,500 円（税
抜き）で数量限定販売中です。

　農学部食料生産環境学科水産
システム学コース3年生14名が、
2018 年 10 月より 石キャンパ
スで教育・研究活動を開始しま
した。三陸を見つめながら、グ
ローバルな視点で水産・海洋問
題を解決できる人材を育成しま
す。現在 石キャンパス内に教
育棟を建設中で、2019 年 5 月頃
竣工予定です。

　岩手大学学内カンパニーのAnonas Light-
ing（アノナスライティング）が、ビジネスコ
ンテスト X-Tech Innovation 2018 でアマゾ
ンウェブサービスジャパン株式会社賞を受賞
しました。
　Anonas Lighting は学生主体で運営する学
内仮想企業で、平成30年度は盛岡市と協力し、
防災ラジオと連動してテレビや照明が自動で
起動するシステムの開発を行ってきました。
高齢者や障がいを持つ人にも緊急地震速報や
避難情報を素早く把握してもらうことで、災
害の犠牲者を減らすことが期待されています。

（左より）ぶどう部斎藤さん、岩渕岩手大学長、
藤舘エーデルワイン社長、ぶどう部代表小畑さん

石キャンパスで研究を行う学生

編集後記
　今年は岩手大学創立 70 周年記念ということで、い
ろいろなイベントが企画されています。本学教育学部
の卒業生である、芥川賞作家、若竹千佐子さんの講演
会は今から楽しみです。
　在学生の皆さん、伝統ある岩手大学で学ぶことを誇
りにして下さい。長い人生の中で、大学での生活はと
ても貴重な時間です。積極的に色々な経験をし、学び
の多い大学生活を送ってほしいと思います。

Information
岩手大学の教育・研究コストの情報（平成 29 年度）

■学生 1人あたりの教育関係経費

約64万円／年
（教育関係経費（人件費含む）÷学生数）

教育関係経費（人件費含む）
（平成 29 年度） 35 億 3 千万円

学生数（平成 29 年 5 月 1 日現在） 5,520 人

■教員 1人あたりの研究関係経費

約759万円／年
（研究関係経費（人件費、外部資金含む）÷教員数）

研究関係経費（人件費、外部資金含む）
（平成 29 年度） 29 億 9 千万円

教員数（附属学校除く常勤教員）
（平成 29 年 5 月 1 日現在） 395 人

岩手大学ホームページから FINANCIAL REPORTがご覧いただけます。
【大学紹介】→【財務・調達情報】→【財務諸表等】

岩手大学公式ソーシャルメディアのご案内

岩手大学公式 Facebook、YouTube、学長 Twitter
を更新中！ Facebook には、広報室学生スタッフが取
材した記事も掲載しています。ぜひ覗いてみてください。

岩手大学公式Facebook：
https://www.facebook.com/iwate.u

岩手大学公式YouTubeチャンネル：
https://www.youtube.com/channel/
UC8ua2BprbPkSvGSMYwK1aOA

岩渕学長Twitter：
https://twitter.com/iwate_u_ai2016

岩手大学
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